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やすらぎクラブ長岡京の
同好会「歩こう会」の皆さん

（10月31日、ＪＲ長岡京駅前で）
いつまでも このまちで いきいきと特集

元気
いくつになっても

でいこう !!



情報ワイド

　
や
す
ら
ぎ
ク
ラ
ブ
長
岡
京
の

太
田
雅
通
会
長
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

や
す
ら
か
に 

年
を
重
ね
て

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
市
内
の
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
生

き
と
し
た
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
の
願

い
で
、
１
９
６
４
年
に
発
足
し
た
団
体
で
す
。

今
年
で
創
立
53
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
内
に

は
主
に
自
治
会
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
根
ざ
し
た
48
の
単
位
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
そ

の
集
ま
り
が
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
す
。

会
員
は
総
勢
2
3
0
0
人
を
数
え
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
、
組
織
の
愛
称
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、「
や
す
ら

ぎ
ク
ラ
ブ
長
岡
京
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ

の
愛
称
に
は
、〝
年
を
重
ね
て
も
、
住
み
慣

れ
た
長
岡
京
市
で
や
す
ら
か
に
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
取
り
組
み
を
続
け
よ
う
〟
と
い
う

意
気
込
み
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
自
分
ら
し
く
能
力
を
発
揮
し
て
、
実
り
豊
か
な
老
齢
期
を
迎
え
た

い
も
の
で
す
よ
ね
。

　
少
し
で
も
多
く
の
人
が
、
こ
の
ま
ち
で
生
き
生
き
と
し
た
老
齢
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
団
体
「
長
岡
京
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会（
愛
称
・
や
す
ら
ぎ
ク
ラ
ブ
長
岡
京
）」
に
、
豊
か
な
老
齢
期
を
過
ご
す
秘
訣
を
伺
い

ま
し
た
。

㉄
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岡
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いつまでも このまちで
いきいきと

市老人クラブ連合会は、今年から「やすらぎクラブ長岡京」に

平均寿命 80.21歳

健康寿命 71.19歳 約９年

平均寿命 86.61歳

健康寿命 74.21歳 約12年

介
護
が
必
要
に

な
る
可
能
性 

大

出典：厚生労働省 平成25年度統計

男
性

女
性

「自分の健康は自分でつくろう！」と太田会長

伸
ば
そ
う 

健
康
寿
命

担
お
う 

地
域
づ
く
り
を

　
や
す
ら
ぎ
ク
ラ
ブ
で
は
今
、「
伸
ば
そ
う
健

康
寿
命
、
担
お
う
地
域
づ
く
り
を
」
と
い
う

テ
ー
マ
を
掲
げ
、
4
つ
の
部
会
を
設
け
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
根

幹
に
あ
る
の
は
、「
市
内
に
住
む
高
齢
者
の
健

康
寿
命
を
伸
ば
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
す
。

　
（
下
図
参
照
）健
康
寿
命
と
は
、
自
分
の
足

で
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
自
分
で
行
け
た
り
、

他
人
の
手
を
借
り
ず
に
自
分
の
こ
と
を
自
分

で
で
き
る
状
態
が
何
歳
ま
で
維
持
で
き
る
か

の
年
齢
を
指
し
ま
す
。

　
全
国
平
均
で
は
、
男
性
・
女
性
の
平
均
寿
命
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と
健
康
寿
命
の
間
に
男
性
で
9
年
、
女
性
で
12

年
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
家
族

や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
手
を
借
り
な
が
ら
介
護
が

必
要
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

自
分
ら
し
く
老
後
を
過
ご
す
た
め
に
は
、

こ
の
健
康
寿
命
を
で
き
る
だ
け
延
ば
す
こ
と

が
重
要
で
す
。
当
ク
ラ
ブ
で
は
そ
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

健
康
長
寿
を
目
標
に

「
学
び
、
動
き
、
集
う
」

　
例
え
ば
昨
年
度
は
、
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団

の
助
成
も
受
け
な
が
ら
、
外
部
か
ら
医
師
や
薬

剤
師
、
歯
科
衛
生
士
、
管
理
栄
養
士
の
先
生
な

ど
を
招
い
た
講
座
を
開
き
ま
し
た
。
薬
の
知
識

や
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
、
コ
ン
ビ
ニ
食
を
う
ま

く
使
っ
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　
運
動
す
る
機
会
も
積
極
的
に
設
け
て
い
ま

す
。
座
っ
て
で
き
る
健
康
体
操
の
講
座
な
ど

を
定
期
的
に
開
催
し
て
、
会
員
の
生
活
筋
力

の
増
強
に
努
め
て
い
ま
す
。

し
た
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
や
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
協
力

し
て
、
地
域
で
の
支
え
あ
い
の
体
制
づ
く
り

も
始
め
ま
す
。
リ
タ
イ
ア
後
の
第
2
の
人
生

が
始
ま
り
、
活
躍
の
場
を
探
し
て
い
る
人
が

い
た
ら
、
そ
の
体
力
と
豊
か
な
経
験
を
、
ぜ

ひ
地
域
活
動
や
社
会
奉
仕
活
動
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

こ
の
ま
ち
に
住
む
の
は

ハ
イ
セ
ン
ス
な
高
齢
者

　
こ
う
し
た
、長
年
に
わ
た
る
地
域
貢
献
や
、

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
今

年
の
10
月
19
日
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

「
優
良
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
」

共に目指す
「住みつづけたいまち 長岡京」

　やすらぎクラブ長岡京と連携し
て、地域福祉の充実を進める「長
岡京市東地域包括支援センター」
の渡邉さんに話を伺いました。

　やすらぎクラブ長岡京の皆さん
は、地域のことを一番よく知って
いて、このまちを良くしたいと活

動を続けておられる、頼れる〝先輩方〟。今後は「地
域での支え合いの体制づくり」という面でも関わり
を深めていきたいです。
　その第一歩が、来月からスタートする「地域おた
すけサポーター養成講座（本紙11ページに詳細あ
り）」です。各地域の見守りやお手伝いが必要な高齢
者に、お買い物やゴミ出しなどの日常生活のサポー
トをする人を養成する講座です。最近、地域福祉の
担い手不足が課題となっています。まだまだ元気で、
地域に貢献したいという熱い思いを持ったやすらぎ
クラブの皆さんの協力を得ながら、見守り体制を強
化していくことができたらとても心強いですね。頼
もしい〝パートナー〟だと感じています。

「赤い羽根共同募金」の
街頭募金活動

交通安全教室
では反射神経

のチェックも

を
受
賞
し
ま
し
た
。
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
多
く
の
人
に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
感
じ
る
の
は
、
元
気
な
〝
高
齢
者
〟

が
増
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
。
こ
の
ま
ち
の

高
齢
者
は
元
気
で
レ
ベ
ル
が
高
く
、
こ
だ
わ

り
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
る〝
ハ
イ
セ
ン
ス
〟

な
人
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
と
聞
き

ま
す
が
、
私
た
ち
シ
ル
バ
ー
世
代
が
中
心
と

な
っ
て
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
作
っ
て
い
く
、

と
い
う
気
概
で
い
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
ま
ち
で
、
い
つ
ま
で
も
、
い
き
い
き

と
。
当
ク
ラ
ブ
で
は
随
時
、
共
に
楽
し
む
仲

間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。お
問
い
合
わ
せ
は
、

右
記
事
務
局
ま
で
。
い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ち

で
、
健
康
で
や
す
ら
か
に
過
ご
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
仲
間
と
集
っ
て
会
話
し
て
、
認
知
症
の
予

防
に
努
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
当
ク
ラ
ブ

で
は
共
通
の
趣
味
を
持
つ
仲
間
が
集
ま
っ

て
、
16
の
同
好
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
編
み
物
、
切
り
絵
、
歌
な

ど
文
化
系
・
ス
ポ
ー
ツ
系
を
問
わ
ず
多
様
な

種
類
が
あ
り
、
ど
れ
も
盛
ん
で
す
。

　
近
年
で
は
、
ペ
タ
ン
ク
と
ビ
ン
ゴ
を
組
み

合
わ
せ
た
「
ペ
タ
ビ
ン
ゴ
」
や
「
公
式
ワ
ナ

ゲ
」
と
い
っ
た
、
珍
し
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
取
り
入
れ
た
同
好
会
な
ど
も
立
ち
上
が

り
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

助
け
あ
い
の
輪
を

地
域
に
広
げ
た
い 

　
「
地
域
に
貢
献
す
る
社
会
奉
仕
活
動
を
し

よ
う
」
と
い
う
の
も
、
団
体
設
立
の
こ
ろ
か

ら
大
切
に
し
て
い
る
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
昨
年

度
は
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
街
頭
募
金
や
、

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
と

共
に
小
泉
川
の
清
掃
活
動
に
も
取
り
組
み
ま

情報ワイド
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文
化
賞

　
地
域
文
化
の
振
興
と
発
展
に
貢
献
し
た
人

や
団
体
、
若
年
で
優
秀
な
成
果
を
収
め
た
人

や
団
体
に
贈
る
賞
で
す
。

文
化
交
流
賞

　
文
化
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
文
化
の
向
上

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
人
に
贈
り
ま
す
。

森
比
佐
さ
ん（
公
民
館
活
動
）

秦
陽
子
さ
ん（
文
化
活
動
）

文
化
奨
励
賞

　

芸
術
文
化
活
動
に
お
け
る
業
績
が
顕
著

で
、
今
後
も
継
続
し
て
そ
の
活
動
が
期
待
で

き
る
若
年
者
に
贈
り
ま
す
。

目め

が

た
賀
田
侑ゆ

う
か伽

さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

黒
橋
玲
さ
ん（
放
送
）

阿あ

ど戸
琴
美
さ
ん（
書
道
）

中
原
由ゆ

き

み
季
望
さ
ん（
書
道
）

大
畑
千
裕
さ
ん（
ポ
ス
タ
ー
）

坂
口
小
菊
さ
ん（
ポ
ス
タ
ー
）

亀
田
衛ま

も
るさ

ん（
ポ
ス
タ
ー
）

中
川
仁じ

ん
し
ろ
う

士
郎
さ
ん（
絵
画
）

題だ
い
ふ府
菜
月
さ
ん（
作
文
）

黒
石
健た

け
と人

さ
ん（
作
文
）

片
岡
将
崇
さ
ん（
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
）

立
命
館
高
等
学
校
放
送
部（
放
送
）

立
命
館
高
等
学
校
演
劇
部（
演
劇
）

立
命
館
高
等
学
校
吹
奏
楽
部（
吹
奏
楽
）

長
岡
中
学
校
吹
奏
楽
部（
吹
奏
楽
）

長
岡
第
四
中
学
校
吹
奏
楽
部（
吹
奏
楽
）

ス
ポ
ー
ツ
賞

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
人

や
団
体
、
選
手
育
成
に
貢
献
し
た
人
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
人
に
贈
る
賞
で
す
。

特
別
優
秀
選
手
賞

　
各
競
技
の
権
威
あ
る
大
会
で
特
に
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
人
や
団
体
に
贈
り
ま
す
。

山
西
利
和
さ
ん（
陸
上
競
技
）

　
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
男
子
20
キ

ロ
競
歩
で
、
個
人
・
団
体
と
も
に
優
勝
さ
れ

ま
し
た
。

窓ま
ど
ば場
加か

づ

さ
津
紗
さ
ん（
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
）

　
世
界
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

選
手
権
大
会
女
子
72
㎏
級
総
重
量
で
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

功
労
賞

　
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
多
年
に
わ
た
り

功
績
の
あ
っ
た
人
、
振
興
に
係
る
学
術
研
究
な

ど
に
功
績
の
あ
っ
た
人
や
団
体
に
贈
り
ま
す
。

笹
原
博
己
さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

井
上
幸
男
さ
ん（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

西
谷
昭
さ
ん（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

若
林
登
さ
ん（
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
）

優
秀
指
導
者
賞

　
国
際
的
・
全
国
的
な
レ
ベ
ル
の
選
手
や
団

体
を
指
導
・
育
成
し
た
人
に
贈
り
ま
す
。

七し
ち
り里

教の
り
あ
き証

さ
ん（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

優
秀
選
手
賞

　
府
大
会
や
全
国
大
会
な
ど
の
権
威
あ
る
大

会
で
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
人
や
団
体
に

贈
り
ま
す
。

乙
訓
高
等
学
校
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

神こ
う
の野
圭
吾
さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

福
井
大
和
さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

友
野
眞し

ん
じ
ゅ寿

さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

西
達
也
さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

八
島
杜
申
子
さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

乙
訓
高
等
学
校
陸
上
競
技
部
男
子

　
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
チ
ー
ム（
陸
上
競
技
）

乙
訓
高
等
学
校
陸
上
競
技
部
男
子
共
通

　
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
チ
ー
ム（
陸
上
競
技
）

木
村
稜
さ
ん（
陸
上
競
技
）

杤と
ち
お
か岡
武た

け
い奎

さ
ん（
陸
上
競
技
）

田
村
星
哉
さ
ん（
陸
上
競
技
）

山
﨑
彩
乃
さ
ん（
陸
上
競
技
）

下
村
海
渡
さ
ん（
陸
上
競
技
）

川
勝
彩さ

や矢
さ
ん（
陸
上
競
技
）

江
川
雅
人
さ
ん（
陸
上
競
技
）

樫
原
真
未
さ
ん（
陸
上
競
技
）

西
川
翔
茉
さ
ん（
陸
上
競
技
）

後ご

の野
詩し

い

な
衣
菜
さ
ん（
陸
上
競
技
）

辻
村
万
智
さ
ん（
陸
上
競
技
）

松
村
哲
平
さ
ん（
陸
上
競
技
）

八
田
真
奈
さ
ん（
陸
上
競
技
）

芦
田
愛あ

み海
さ
ん（
空
手
道
）

奥
村
和わ

か
な叶

さ
ん（
空
手
道
）

八
田
航
太
郎
さ
ん（
空
手
道
）

奥
村
宗
司
さ
ん（
空
手
道
）

山
本
夏
子
さ
ん（
空
手
道
）

野
村
経
博
さ
ん（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

遠
藤
太
香
雄
さ
ん（
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
）

川
村
峻し

ゅ
ん
き輝

さ
ん（
自
転
車
競
技
）

乙
訓
高
等
学
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部（
男
子
）

�

（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）

立
命
館
高
等
学
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部（
男
子
）

吉
田
詔し

ょ
う
き紀

さ
ん（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）

寺
山
珠
樹
さ
ん（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）

宿し
ゅ
く
い
ん院
徳と

く
ま真

さ
ん（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）

清
水
淑し

ゅ
く
と刀

さ
ん（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）

田
村
優
治
さ
ん（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）

　
今
年
度
の
受
賞
者
が
決
ま
り
、
10
月
28
日
㈯
に
中
央
公
民
館
市
民
ホ
ー
ル
で
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。
文
化
賞
は
13
人
・
５
団
体
が
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
89
人
・
18
団
体
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

問
文
化
賞
…
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室 

文
化
振
興
係　

☎
９
５
５
・９
７
３
４　

FAX
９
５
５
・3
1
5
0

　

ス
ポ
ー
ツ
賞
…
同
室 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

☎
９
５
５
・
９
７
３
５　

FAX
９
５
５
・
９
５
２
６

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
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宮
川
恒
さ
ん（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）

今
井
雄
大
さ
ん（
硬
式
野
球
）

立
命
館
高
等
学
校
軟
式
野
球
部（
軟
式
野
球
）

西
川
愛ま

な
か華

さ
ん（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
）

平
尾
ま
こ
さ
ん（
ヨ
ッ
ト
）

平
井
亜
衣
子
さ
ん（
ヨ
ッ
ト
）

水
谷
龍
太
さ
ん（
水
泳
競
技
）

熊
谷
日
奈
多
さ
ん（
水
泳
競
技
）

藤
原
ゆ
り
の
さ
ん（
水
泳
競
技
）

二ふ
た
む
ら村
莞か

ん
じ司

さ
ん（
ラ
グ
ビ
ー
）

立
命
館
高
等
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部（
ホ
ッ
ケ
ー
）

上
野
理
花
さ
ん（
柔
道
）

中
山
菜
々
美
さ
ん（
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
）

植
田
あ
ゆ
美
さ
ん（
新
体
操
）

小
西
野
乃
花
さ
ん（
新
体
操
）

大
橋
浩
太
朗
さ
ん（
ゴ
ル
フ
）

和
田
政
代
さ
ん（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）

マ
ス
タ
ー
ズ
賞

　

お
お
む
ね
40
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し

た
、
権
威
あ
る
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
か
年
齢
別

に
区
分
さ
れ
た
大
会
で
、
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
人
や
団
体
に
贈
り
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ス
タ
ー
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

山
中
康
弘
さ
ん（
陸
上
競
技
）

姫
路
正
子
さ
ん（
陸
上
競
技
）

阪
田
八
惠
子
さ
ん（
陸
上
競
技
）

わ
か
た
け
賞

　
府
大
会
や
全
国
大
会
な
ど
の
権
威
あ
る
大

会
で
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
小
・
中
学
生

に
贈
り
ま
す
。

長
岡
京
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
男
子
）�

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

大
庭
沙
月
さ
ん（
陸
上
競
技
）

薮
田
優ゆ

な音
さ
ん（
空
手
道
）

久
保
良
樹
さ
ん（
空
手
道
）

三
村
美み

ゆ遥
さ
ん（
空
手
道
）

小
林
永え

な和
さ
ん（
空
手
道
）

都
宏
希
さ
ん（
空
手
道
）

上
田
瑛
大
さ
ん（
空
手
道
）

山
本
里
美
さ
ん（
空
手
道
）

衣
川
凌
さ
ん（
空
手
道
）

八
田
真
名
さ
ん（
空
手
道
）

関
本
結
さ
ん（
空
手
道
）

橋
本
美
柚
さ
ん（
空
手
道
）

西
村
晴
希
さ
ん（
水
泳
競
技
）

岸
本
啓
汰
さ
ん（
水
泳
競
技
）

岸
本
星せ

な渚
さ
ん（
新
体
操
）

磯
部
美み

く空
さ
ん（
新
体
操
）

干
場
知
優
里
さ
ん（
新
体
操
）

服
部
稜
矢
さ
ん（
テ
ニ
ス
）

髙
垣
佳
弘
さ
ん（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

立
命
館
中
学
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部（
ホ
ッ
ケ
ー
）

川
﨑
春
花
さ
ん（
ゴ
ル
フ
）

藤
原
さ
く
ら
さ
ん（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
）

◆ 

秋
の
叙
勲 

旭
日
双
光
章　
地
方
教
育
行
政
功
労 

　
元
長
岡
京
市
教
育
委
員
会
委
員
長

   

浅
輪 

信
子
さ
ん （
井
ノ
内
）

瑞
宝
双
光
章　
地
方
自
治
功
労

　
元
長
岡
京
市
収
入
役

   

山
本 

喜
久
さ
ん （
長
法
寺
）

◆ 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

瑞
宝
双
光
章　
警
察
功
労

　
元
京
都
府
警
部

    

坂
本 

豊
さ
ん （
開
田
２
丁
目
）

◆ 

秋
の
褒
章 

藍
綬
褒
章　
更
生
保
護
功
績

　
保
護
司

   

村
上 

宏
さ
ん （
竹
の
台
）

藍
綬
褒
章　
社
会
福
祉
功
績

　
元
民
生
・
児
童
委
員 

　
山
本 

弥
生
さ
ん （
一
文
橋
）

◆ 

少
年
補
導
功
労
者
表
彰 

　
乙
訓
少
年
補
導
委
員
会

   

松
尾 

恵
子
さ
ん

おめでとうございます

12月4日㊊～10日㊐は人権週間

啓発作品を募ります
▶対象＝市内在住・在勤・在学の小
学 4年生以上　
▶テーマ＝人権啓発に関すること。
人権の大切さや思いやり、差別やいじ
めに対する怒りや悲しみ、周囲の人々
への感謝、命の尊さ、世界平和など　
▶形式＝標語（五・七・五の川柳形
式）、四ツ切（380㎜× 540㎜）の
ポスター（手法・色数に制限なし）、
作文（400字詰原稿用紙 3枚程度）　
▶応募＝来年 1月 12日㈮まで（消
印有効）に、作品の裏面か別紙に名
前（ふりがな）、住所、電話番号、小・
中・高校生は学校名、学年、組を書
いて下記へ　
▶優秀作品は、来年 2月 18日㈰の
市民集会で表彰
問〒617-0824
　長岡京市天神4丁目1番1号
　生涯学習課生涯学習・文化財係
　☎ 955-9534　FAX 954-8500

長
岡
京
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

�

（
サ
ッ
カ
ー
）

京
都
長
岡
ジ
ョ
イ
フ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア�

（
サ
ッ
カ
ー
）

長
岡
京
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団（
男
子
）（
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

＊
各
賞
に
つ
い
て
は
、
選
考
委
員
会
で
選
考
し
、
市

長
が
表
彰
し
ま
し
た
。

長
岡
京
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
女
子
）�

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

長
岡
第
三
中
学
校
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部�

�

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

長
岡
第
四
中
学
校
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部�

�

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

長
岡
第
四
中
学
校
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部�

�

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

木き
の
ね根
知
哉
さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

笹
井
結
斗
さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

川
口
聡
太
さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

菅
生
一
輝
さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

西
浦
優ゆ

う羽
さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

中
山
日
那
さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

今
後
優
花
さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

村
山
未み

く来
さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

青
木
涼
一
郎
さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

長
岡
第
三
中
学
校
陸
上
競
技
部
女
子
共
通

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
チ
ー
ム（
陸
上
競
技
）

荒
賀
美
咲
さ
ん（
陸
上
競
技
）

松
本
莉
子
さ
ん（
陸
上
競
技
）

弓
削
征
慶
さ
ん（
陸
上
競
技
）
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11
月
26
日
㊐
午
前
11
時
～
午
後
３
時

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
地
域
の
人
々
が
世
代
を
超
え
て
交
流
で
き
る
場
所
「
み
ん

な
の
お
家ウ

チ
」
が
久
貝
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
休
憩

し
た
い
、皆
と
お
話
し
た
い
、宿
題
し
た
い
…
そ
ん
な
と
き
に
、

ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
26
日
㊐
は
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
！ 

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
♪

㉄
み
ん
な
の
お
家

　

☎ 

2
0
5
・
5
3
2
7（
11
月
21
日
㈫
に
開
通
し
ま
す
）

● 

市
民
活
動
団
体
を
補
助
金
で
応
援
し
ま
す 

！

　

 

課
題
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

　

 

市
が
課
題
と
す
る
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
よ
り
よ
く
す
る

た
め
の
事
業（
企
画
・
提
案
）を
公
募
し
、
採
択
さ
れ
た
事
業

に
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度（「
提
案
公
募
型
協
働
事
業
コ
ー

ス
」）が
あ
り
ま
す
。
上
限
額
は
50
万
円
、
期
間
は
１
年
の
み

で
、
対
象
経
費
の
全
額
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

　
次
回
の
公
募
は
来
年
４
月
の
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

㉄
自
治
振
興
室 

市
民
参
画
協
働
担
当

　

☎ 

９
５
５
・
３
１
６
４　

℻ 

９
５
１
・５
４
１
０

●  「
み
ん
な
の
お
家
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

　
〝
自
宅
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
地
域

の
居
場
所
と
し
て
利
用
し
て
ほ
し

い
〟
と
い
う
所
有
者
の
想
い
を
受

け
、
市
民
活
動
団
体
「
み
ん
な
の

お
家
」
が
誕
生
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
地
域
交
流
に
生
か

す
た
め
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
、 市
民
活
動
団
体
応
援
補
助

金
が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

▽
阪
急
西
山
天
王
山
駅
か
ら
、
徒
歩
12
分

▽
阪
急
バ
ス
「
久
貝
」
下
車
徒
歩
1
分

▶阪急西山天王山駅から、徒歩12分
▶阪急バス「久貝」停留所下車徒歩1分
＊駐車場はありません。公共交通機関
か徒歩でお越しください。

マ
ル
シ
ェ

セ
レ
モ
ニ
ー

桜
の
ラ
イ
ブ

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

●
午
後

●
午
前

椅
子
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

�

久
貝
3
丁
目
3
番
3
号

�

（
中
山
修
一
記
念
館
と
な
り
）

ほ
っ
と
落
ち
着
く
、
地
域
の
憩
い
の
場

「
み
ん
な
の
お
家
」

ウ
チ

阪急長岡天神駅

阪急西山天王山駅

JR長岡京駅

長三中恵解山古墳公園

N

■

■

★

農
業
祭

● 

農
林
産
物
品
評
会
表
彰
式　
午
前
９
時
30
分
か
ら

● 

生
鮮
野
菜
コ
ー
ナ
ー　
▽
農
林
産
物
品
評
会
出
品
物
展

示（
午
後
1
時
30
分
か
ら
出
品
野
菜
の
販
売
）　
▽
生
鮮
野

菜
の
直
売（
都
市
農
業
振
興
ク
ラ
ブ
、
ふ
れ
あ
い
朝
市
）

● 

無
料
ふ
る
ま
い
コ
ー
ナ
ー 

▽
ポ
ン
菓
子　
▽
地
元
産
野

菜
を
使
っ
た
長
岡
京
汁（
豚
汁
）　
▽
た
け
の
こ
バ
タ
ー
焼

き　
▽
お
餅

● 

模
擬
店　
▽
ふ
か
し
芋　

▽
地
元
産
そ
ば　

▽
お
茶
・

ジ
ュ
ー
ス

● 

森
林
コ
ー
ナ
ー　
▽
竹
細

工
・
竹
炭
・
薪
販
売　

▽

西
山
自
然
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
自
然
素
材
を
使
う
工
作
教

室
、
丸
太
切
り
体
験
な
ど
）

● 

展
示
・
ク
イ
ズ
な
ど　

▽

野
菜
宝
船
展
示　

▽
長
岡

京
市
産
た
け
の
こ
が
当
た

る
野
菜
重
さ
当
て
ク
イ
ズ　

▽
竹
チ
ッ
プ
無
料
配
布

＊
各
コ
ー
ナ
ー
売
切
次
第
終
了
。

　
愛
情
が
た
く
さ
ん
込
も
っ
た
農
作
物
を
、
見
て
、
買
っ
て
、

味
わ
っ
て
、
農
家
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
め
る
農
業
祭
。

地
元
で
採と

れ
た
旬
の
野
菜
を
お
得
な
値
段
で
購
入
で
き
ま
す
♪

問
農
林
振
興
課 

農
業
振
興
係

　

☎ 

9
5
5
・
９
５
１
４　

FAX 

9
5
1
・
5
4
1
0

11/
　26㊐

実
り
の
秋
が
や
っ
て
き
た
！

午
前
10
時
～
午
後
３
時

�

産
業
文
化
会
館
で

上
質
な
野
菜
、

�

そ
ろ
え
て
ま
す
。

〇バス停
↓

■

■

長八小

サントリー京都ビール工場

みんなのお家
（中山修一記念館隣り）
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■ 

開
会
式
・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
３
階
市
民
ホ
ー
ル 

午
後
１
時
15
分
〜
３
時
50
分

▽
気
管
切
開
を
し
た
声
楽
家
、
青
野
浩
美
さ
ん
に
よ
る
公
演

▽
障
が
い
者
団
体
・
施
設
の
生
活
体
験
発
表（
長
岡
京
市
視
覚
障

害
者
協
会
・
乙
訓
若
竹
苑
）　
▽
福
祉
体
験
発
表（
長
岡
第
八
小

学
校
）　
▽
長
岡
京
市
少
年
少
女
合
唱
団
、
乙
訓
手
話
サ
ー
ク
ル

で
ん
で
ん
虫
に
よ
る
歌
唱　
▽
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
報
告

■ 

展
示
・
体
験
・
相
談 

午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分

〔
展
示
〕
▽
福
祉
・
人
権
関
連
団
体
や
人
権
擁
護
委
員
の
活

動
紹
介　

▽
特
別
支
援
学
級
の
作
品
展
示　

▽
平
和
施

策
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
紹
介 

な
ど

〔
体
験
〕　
▽
車
い
す（
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
あ
り
）、
ア
イ
マ
ス

ク
、
白
杖
、
手
話
、
要
約
筆
記
、
点
字
・
点
図
、
ア
ク
リ

ル
た
わ
し
づ
く
り
、
さ
を
り
織
り 

な
ど

〔
相
談
〕　
▽
人
権
相
談（
正
午
〜
午
後
１
時
）

〔
パ
ー
プ
ル
＆
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〕

　
▽
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
に
関
す
る
展
示
な
ど

〔
缶
バ
ッ
ジ
製
作
〕
▽
好
き
な
絵
や
写
真
を
使
っ
て
、
バ
ッ

ジ（
直
径
２・５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）を
作
る

〔
そ
の
他
〕
▽
館
内
ス
タ
ン
プ
&
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
（               

花
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
）　
▽
ほ
っ
こ
り
ん
ぐ（
市
内
福
祉

施
設
作
品
の
展
示
、
ほ
っ
と
は
あ
と
製
品
の
販
売
）　
▽

「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
の
配
布　
▽
模
擬
店（
カ
レ
ー
な
ど
。

有
料
）　
▽
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い　
▽
紙
芝
居

【
共
通
事
項
】
託
児
あ
り（
生
後
6
カ
月
～
就
学
前
。
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
。
要
申
込
。
11
月
30
日
㈭
ま
で
に
人
権
推

進
課
へ
。
授
乳
室
あ
り
）

＊
市
民
ホ
ー
ル
は
、
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
、
磁
気
ル
ー
プ
、

車
い
す
席
あ
り
。

＊
こ
の
事
業
の
一
部
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
人
権
推
進
課 

人
権
平
和
推
進
担
当

　

☎
9
5
5・3
1
8
0　

℻
9
5
1・5
4
1
0

　

jin
ken@

city.nagaokakyo.lg.jp

　

障
が
い
福
祉
課 

社
会
参
加
支
援
係（
分
庁
舎
３
）

　

☎
9
5
5・9
5
4
9　

℻
9
5
2・0
0
0
1

　

syougaifukushi@
city.nagaokakyo.lg.jp 

　
グ
ル
メ
や
健
康
・
美
容
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、
旅
行
な
ど
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ

ャ
ン
ル
で
、
そ
の
道
の
プ
ロ
か
ら
直
接

お
得
な
情
報
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
♪

▼
期
間
・
場
所
＝
12
月
16
日
㈯
ま
で
、
各
店
舗
な
ど　
▼
定

員
＝
若
干
名　

▼
費
用
＝
無
料（
材
料
費
は
必
要
）　

▼
申

込
＝
各
店
舗
へ
電
話
で
要
予
約（
先
着
順
）　

＊
参
加
店
舗
な
ど
、
詳
し
く
は
左
記
か
商
店
街

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

㉄
長
岡
中
央
商
店
街
振
興
組
合（
文
京
堂
書
店
内
）

　

☎ 

9
5
3
・
0
2
2
5　

℻ 

9
5
5
・
4
0
5
1

商
店
街
の
店オ

ー
ナ
ー主
が
先
生
に
！

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

�

「
ま
ち
ゼ
ミ
」
開
催
中

■ 

映
画
上
映
「
ち
ょ
き
」　
３
階
市
民
ホ
ー
ル

　
午
前
10
時
20
分
～
正
午 　
定
員
２
０
0
人

午
前
10
時
20
分
か
ら

�
中
央
公
民
館

例：「クーポレンダー
� の使い方講座」

〔
あ
ら
す
じ
〕

小
さ
な
街
の
小
さ
な
美
容
室
。

盲
目
の
少
女
と
美
容
師
の
お
じ
さ
ん
の
、

て
い
ね
い
で
、い
と
お
し
い
、小
さ
な
恋
の
話
。� （字幕・副音声付き）

監督／脚本　金井純一
©2016「ちょき」フィルム
� パートナーズ

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い 

障
が
い
者
児
の
人
権
を
考
え
る

�
市
民
の
ひ
ろ
ば

　

日
め
く
り
が
そ
の
ま
ま
ク
ー
ポ
ン

に
な
る
カ
レ
ン
ダ
ー
発
売
！ 

市
内

68
店
舗
が
協
力
し
、
イ
ラ
ス
ト
は
地

域
の
高
校
生
や
大
学
生
が
全
て
手
書

き
で
作
成
。
西
乙
訓
高
校
美
術
部
が
、

す
て
き
な
表
紙
に
仕
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。
ぜ
ひ
手
に
取
り
、
お
得
な
年

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
♪

▼
価
格
＝
１
冊
1
0
0
0
円（
数
量
限
定
）　

▼
販
売
＝
文
京

堂
書
店（
開
田
3
丁
目
3
ー
14
）ほ
か
、
市
内
68
店
舗　

▼
詳

し
く
は
市
役
所
や
商
店
街
に
あ
る
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
左
記
へ

最
大
46
万
円
お
得 

！

「
長
岡
京
ク
ー
ポ
レ
ン
ダ
ー
」

西
日
本
初
　
3
6
5
日
使
え
る

ク
ー
ポ
ン
付
き
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー

第
40
回

検 

索

 

長
岡
京
市 

市
民
の
ひ
ろ
ば

12/
　９㊏



●情報BOXは11ページから始まります。

ジにアクセスし、必
要事項や顔写真など
を送信すれば完了で
す。郵送や証明用写
真機でも申請できます。
問市民課住民記録係
　☎ 955-9557　FAX 951-5410

国民健康保険課（北棟１階）で
　国保の加入・脱退手続きや納付相談
など、夜間窓口を開設しています。
●夜間・休日の納付は時間外受付でも
　平日…午後5時〜 10時
　土・日・祝日…午前8時〜午後10時
＊時間外受付（北棟1階）での納付には
納付書が必要です。

問国保係（給付関係）
　☎ 955-9511　FAX 951-1929
　管理係（保険料関係）
　☎ 955-9706　FAX 951-1929

国民健康保険 夜間の窓口� 11月28日㊋・29日㊌ 午後８時まで
　国保の加入・脱退の手続きは14日
以内に行わないと、保険料をさかのぼ
って請求されたり、医療費が全額自己
負担となる場合があります。

●２月使用分
当選の確認…11月15日㈬～ 25日㈯
申請の締切…11月25日㈯
＊各施設の休館日にご注意ください。
＊申請には利用料金が必要です。
◦お問い合わせは、各公共施設へ

公共施設の予約や確認

 長岡京市公共施設 検 索

広報長岡京 2017.11.15　-　8

　
西
の
京
自
治
会
で
は
、
毎
月
地
域
の

皆
さ
ん
が
自
治
会
館
に
集
ま
り
、
料
理

や
菓
子
を
作
る
「
午
後
の
お
茶
会
」
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。
レ
シ
ピ
は
、
生
涯

学
習
推
進
員
の
植
田
利
江
子
さ
ん
が
中

心
と
な
り
、
毎
回
季
節
に
合
っ
た
お
菓

子
を
、
楽
し
く
お
い
し
く
作
れ
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
15
日
㈮
に

作
っ
た
の
は
、「
う

さ
ぎ
の
お
ま
ん
じ

ゅ
う
」。
秋
に
ぴ

っ
た
り
の
菓
子
で

す
。
道
明
寺
粉
を

蒸
し
た
お
餅
状
の

皮
で
黄
身
餡
を
包

み
、
氷
餅
を
細
か

く
し
た
粉
を
全
体

に
ま
ぶ
し
た
後
、

火
で
熱
し
た
鉄
串

で
目
と
耳
を
焼
き

入
れ
た
ら
完
成
。

焼
き
入
れ
の
作
業
で
は
「
煙
が
出
て

る
！
」「
目
は
大
き
い
方
が
い
い
か
な
」

と
大
盛
り
上
が
り
。
白
く
て
も
ち
も
ち

の
、
か
わ
い
い
う
さ
ぎ
さ
ん
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　
お
菓
子
作
り
を
通
し
て
み
ん
な
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
、

す
て
き
な
お
茶
会
で
す
。

�

（
健
康
医
療
推
進
室
・
生
涯
学
習
課
）

 

食
育
コ
ラ
ム
⑧

食育シリーズ
毎
月
　
日
は

食
育
の
日
19

善意のともしび
（4月～ 9月受付分）

　社会福祉事業への寄付をいただき
ました。ありがとうございました。

◇大阪ガスグループ “ 小さな灯 ”
運動京都地区

　=ガスファンヒーター（6万円相当）
◇全京都建築労働組合乙訓支部
　=7万5,000円
◇サントリービール株式会社
　京都ビール工場
　＝3万600円
◇イズミヤ株式会社長岡店
　=児童図書・玩具（11万円相当）
� （受付順・敬称略）
問社会福祉課地域福祉・労政係（分庁舎３）
☎ 955-9516　ＦＡＸ 951-7739

ファミリーサポートセンター
入会説明会

　子育てに援助がほしい人と、子育
ての援助をしたい人が会員になっ
て、育児支援を行う組織です。
▶日時・場所＝12月2日㈯午前10
時～ 11時、中央公民館　▶主な活
動＝保育施設や放課後児童クラブ・
習い事・行事などでの送迎や預かり
＊登録には、顔写真（縦3㎝×横2㎝）
　2枚とハンコが必要です。
問ファミリーサポートセンター（分庁舎3）
　☎ 959-3034　FAX 959-3201

傍聴しませんか
【共通事項】▶申込＝前日午後5時
までに担当課へ
●地域創生推進会議
▶日時・場所＝11月21日㈫・12月
1日㈮午後7時から、市役所　▶定
員＝抽選で10人　▶内容＝まち・
ひと・しごと創生戦略の効果検証（市
民参加型事業評価）
問総合計画推進課企画総務・行革担当
　☎ 955-9502　FAX 951-5410
●第2回社会教育委員会議
▶日時・場所＝12月1日㈮午後1時

30分から、図書館　▶定員＝抽選
で3人程度　▶内容＝関係団体の活
動状況や補助金、市役所関係部署の
事業報告など
問生涯学習課生涯学習・文化財係
　☎ 955-9534　FAX 954-8500

みんなの音楽練習室
　バンビオのメインホールを、楽器
の個人練習に使えます。
▶日時＝11月20日㈪～22日㈬午前
9時30分～午後9時　▶対象＝中学
生以上（当日先着各8人）　▶費用＝
3時間ごとに500円
問中央生涯学習センター（バンビオ内）
　☎ 963-5500　FAX 963-5504

マインナンバーカードを
つくりませんか

●日常のさまざまな場面で使えます！
　①公的な身分証明書として ②住民
票の写しなどの証明書をコンビニエ
ンスストアで取得可能 ③署名用電子
証明書付きのカードで、e-Tax など
各種行政手続きのオンライン申請に
●申請は自宅などから簡単に！
　右記QRコードからホームペー



国民年金保険料
年末調整・確定申告の控除対象に
　国民年金保険料は、納付した全額
が所得税・市町村民税などの社会保
険料控除の対象となります。その年
の1月1日から12月31日までに納付
した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるため
には、1年間に納付（見込みを含む）
した国民年金保険料を証明する書類
の添付などが必要です。
●証明書となるハガキが届きます
　1年間に納付した国民年金保険料
の控除証明書（ハガキ）が、11月上
旬に日本年金機構本部から送付され
ます。年末調整や確定申告を行うと
きには、必ずこの証明書や領収証書
を添付してください。
　10月1日から12月31日までの間
に今年初めて国民年金保険料を納付
する人には、来年2月上旬に同様の
証明書が送付されます。
＊家族の国民年金保険料を納付した
場合も、本人の社会保険料控除に
加えることができます。家族宛て
に送られた控除証明書を添付し、
申告してください。
●ねんきんダイヤル
　☎ 0570-05-1165（ナビダイヤル）
☎ 03-6700-1165（050から始ま
る電話でかける場合）

▶受付時間＝月曜日の午前8時30分
～午後7時、火～金曜日の午前8時
30分～午後5時15分、第2土曜日の
午前9時30分～午後4時
＊祝日（第2土曜日を除く）、12月
29日㈮～来年1月3日㈬は利用で
きません。
問京都西年金事務所国民年金課
　☎ 315-1829　FAX 314-8638

明るい選挙推進共同事業
府政を見る会

▶日時・場所＝12月11日㈪午前11
時50分～ 16時15分、市役所集合　
▶定員＝先着50人　▶内容＝京都
府議会12月定例会と本会議の傍聴　
▶申込＝11月27日㈪までに下記へ
＊京都府庁までは、市役所から往復
　の無料バスを運行します。
問長岡京市選挙管理委員会（総務課内）
　☎ 951-2121　FAX 951-5410

9　-　広報長岡京 2017.11.15

市民税Ｑ＆Ａ（質問と答え）　問税務課 市民税係　☎ 955-9507　FAX 951-5410

Q.  私は、10月に会社を退職して現在無職です。去年までは会社の年末調
整で毎年所得税が返ってきましたが、今年は年末調整を受けられませ

ん。所得税は返ってこないのでしょうか？また、市府民税での手続きはあ
りますか？

A. 所得税は毎月の給料やボーナスから天引きされます。1月～ 12月の一年間の収入が確定した後、扶養控除額やその他の控除額を所得から差
し引いて計算すると、所得税額とあらかじめ天引きされた税額とが一致し
ないことがあります。そこで、足りない税額を納めたり、納めすぎた税額
を返してもらうのが年末調整です。年の途中で退職した人は、年末調整の
代わりに確定申告をすれば、納めすぎた所得税額は返ってきます。納付不
足の場合は、確定申告で納める必要があります。

　　市府民税は、税務署に提出された確定申告書を基に税額を計算しますの
で、確定申告をする場合は市府民税の申告をする必要はありません。ただ
し、確定申告をしない場合で市府民税がかかるときに、源泉徴収票に記載
されていない社会保険料や扶養控除などの所得控除があれば、市府民税の
申告をすれば税額が下がる場合があります。

市民献血デー ▶日時・場所＝①11月27日㈪午前10時～ 11時45分と午後1時～ 3時30分、長岡京市役所　②12月2日
㈯午前10時～正午と午後1時～ 4時、西友長岡店　▶献血量は400㎖のみ� ㉄社会福祉課　☎ 955-9516

　ツル性の植物を、ネットで窓の外などに這わせるグリーンカーテン。窓
からの直射日光を遮り、室内の温度上昇を抑える効果や、植物から蒸発し
た水分が周りの熱を奪う効果などがあり、夏季の節電につながります。
　グリーンカーテンの生育状況や緑化効果を競うコンテストの受賞者が決
まりました。11月18日㈯に行われる環境フェアで、表彰式が行われます。

●家庭部門（応募28件、敬称略）
　最優秀賞　都出とし子（高台３丁目）
　　優秀賞　藤井英敏（河陽が丘２丁目）、谷口智恵子（高台３丁目）
　　　　　　森田幸司（長岡３丁目）、稲岡喜美子（奧海印寺）
●団体部門（応募14件）
　最優秀賞　長岡第四小学校
　　優秀賞　長岡第六小学校、長法寺小学校
問（公財）長岡京市緑の協会　☎ 952-1900　FAX 952-1905

第5回グリーンカーテンコンテスト
受賞者が決まりました♪

団体部門 最優秀賞家庭部門 最優秀賞 



日を除く）　▶ 費 用＝①③全6回
4,500円（1回1,000円 ）　 ② 全5回
1,000円（1回300円）　▶申込＝電
話か下記窓口へ。11月15日㈬午前
10時受付開始
問西山公園体育館
　☎ 953-1161　FAX 953-1163

心も体もハッピーに♪
みんなで楽しく3B 体操

▶日時・場所＝12月17日㈰午前10
時～ 11時30分、中央公民館1階レ
クリエーション室　▶対象＝市内在
住・在勤で聴覚言語に障がいがある
人（先着25人）　▶持ち物＝上靴（裸
足も可）、タオル、飲み物、動きや
すい服装　▶申込不要　▶託児（要
相談）、手話通訳、要約筆記、磁気ルー
プあり
㉄中央公民館
　☎ 951-1278　FAX 955-4774

第32回ふれあい町家倶楽部
▶日時・場所＝12月2日㈯午後1時
30分から、神足ふれあい町家　▶
定員＝先着50人　▶内容＝朗読グ
ループ「ことのは」と短編や詩を朗
読する　▶費用＝300円（飲み物付

き）　▶申込不要　▶駐輪・駐車場
なし
問神足ふれあい町家
　☎ 951-5175　FAX 202-9239

えほんとあそぼ！
▶日時・場所＝12月6日㈬午前11時
～ 11時30分、バンビオ1階児童室　
▶対象＝乳幼児と親　▶内容 = 絵
本の読み聞かせや手遊び、工作など　
▶申込不要
問図書館
　☎ 951-4646　FAX 957-0732

絵が苦手な人も大丈夫！
パステルアート体験教室

▶日時・場所＝12月13日㈬午後2
時～ 4時、きりしま苑　▶対象＝市
内在住の60歳以上（先着15人）　▶
申込＝下記へ。11月15日㈬午後1
時30分受付開始
問きりしま苑
　☎ 956-0294　FAX 956-0290

生活習慣病予防・
改善のための食事相談

▶日時・場所＝12月4日㈪①午後1
時30分 ②午後2時30分 ③午後3時

30分、保健センターか市役所　▶
対象＝市内在住の20歳以上（先着各
2人）　▶内容＝管理栄養士の個別食
事相談　▶申込＝電話か下記窓口へ
＊病気の状態により、相談を受けら
れない場合があります。
問健康医療推進室保健活動担当
　☎ 955-9520　ＦＡＸ 955-2054

出張がん個別相談会
▶日時・場所＝12月7日㈭午後1時
～ 3時30分、乙訓保健所　▶相談
員＝保健師か看護師　▶申込＝前日
の午後4時までに下記へ
＊下記でも平日に相談ができます。
㉄京都府がん総合相談支援センター
　☎ 0120-078-394

きて・みて・きいて！
ポリテクセンター見学

▶日時・場所＝12月5日㈫・12日㈫・
19日㈫午後1時～ 3時30分、ポリテ
クセンター京都　▶対象＝離職中や
離職予定で職業訓練の受講を考えて
いる人　▶内容＝電気設備技術科、
製造ライン技術科（電気設計コース）
の訓練内容説明、実習場見学など　
▶申込＝電話で下記へ
問ポリテクセンター京都訓練課
　☎ 951-7397　FAX 951-7393

広報長岡京 2017.11.15　-　10

イベント

　I've been in Japan more than three years. I know some dialects, "Okini". 
America has many dialects like this. There are influences and changes to 
American English all over the country. Boston, in particular, has an older 

dialects because it was an original city for the English settlers. In the South there are like New Orleans with 
heavy French influences (because it was once owned by the French) and African words and grammer 
introduced by slaves. In the Northwest, they have many more words from their Native Americans. In the 
Southwest and Florida there are many Spanish words because it was once Spanish. 
Usually we can understand each other but sometimes deep in the countryside or cities 
the dialects and accents will be so different that the rest of us need subtitles!

【日本語訳】▶3年以上日本に住んでいるので、関西弁の「おおきに」は分かります。アメリカに
も方言はたくさんあり、いろいろな地域に特有の方言があります。ボストンはイギリスからの
入植者の街なので、特に古い言葉が残っています。南部のニューオリンズには、フランス語（一
時フランス領だった）や、アフリカの単語や文法の影響（奴隷制の歴史から）が強い地域もありま
す。北西地域では、先住民族の言葉の影響が見られます。南西地域やフロリダはスペイン領だ
ったので、スペイン語が残っています。話していてもお互い分かりますが、遠く離れた地方では、
言葉やアクセントが違いすぎて説明が必要な場合もあります。

AET（英語指導助手）の

Hello
English !

C
コ ナ ー

onor 先生
高校で歴史を教えていま
した。趣味はバドミント
ンやラクロス。映画は宮
崎駿監督作品が好きです。

 The Dialects of American English　アメリカにも方言はあるの？

その他

▶対象＝市内在住の人　▶内容＝手芸、和裁、のり付けなど　▶会費＝月100円。会員には技術講習
あり　▶詳しくは㊊㊌㊎の午後４時までに右記へ�問長岡京市内職友の会　☎ 952-6060　FAX 953-2343

内職を希望する人は
長岡京市内職センターへ
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は乳児、 は幼児、 は小学生が参加できるイベントです。お出かけの参考にどうぞ♪
便利なアイコンが

できました☆

消費生活講演会「契約と金融
トラブルについて」

▶日時・場所＝12月6日㈬午後2時
～ 3時30分、中央公民館　▶対象
＝市内在住・在勤の人　▶申込＝下
記へ。11月15日㈬受付開始
＊定員に達してない場合は当日参加可。
＊参加者に啓発グッズを進呈。
㉄総務課市民相談・消費者行政担当（南棟１階）
　☎ 955-9501 FAX 955-9703
　 soumu

iPad の基本操作などを学ぶ
初級タブレットパソコン教室

▶日時・場所＝12月12日㈫・14日
㈭・16日㈯午前10時～正午と午後
1時30分～ 3時、北開田会館　▶対
象＝市内在住で iPad 操作に慣れて
いない人（先着各10人）　▶費用＝
1,600円（テキスト代込み）　▶申込
＝電話で下記へ。11月17日㈮午前
9時受付開始
問北開田会館
　☎ 955-8844　FAX 955-8845

シニア世代のための
スマートフォン教室

▶日時・場所＝12月14日㈭・20日

全日程に参加できる人（先着30人）　
▶申込方法など、詳しくはホーム
ページで
問東地域包括支援センター（バンビオ内）
　☎ 963-5508　FAX 958-6909
　hokatsu@nagaokakyo-shakyo.jp

一部屋に一鉢、花と緑を
クリスマス寄せ植えづくり

▶日時・場所＝12月6日㈬午後1時
30分～ 3時30分、西山公園グリー
ンハウス　▶定員＝先着30人　▶
費用＝2,000円　▶申込＝11月20
日㈪・21日㈫に電話で下記へ
問（公財）長岡京市緑の協会
　☎ 952-1900　FAX 952-1905

歴史講演会「西岡の国衆と城館」
▶日時・場所＝12月2日㈯午後1時
30分～ 3時30分、産業文化会館1階
大会議室　▶定員＝先着100人　▶
費用＝300円（資料代）　▶申込不要
問NPO法人長岡京市ふるさとガイド
　の会の高橋さん
　☎ＦＡＸ 955-8810

西山公園体育館の講座
①体幹トレーニング & 脂肪燃焼講座
▶時間＝午前9時10分～ 10時10分　
▶対象＝40歳以上（先着15人）
②魅せる！美ボディトレーニング
▶時間＝午前10時20分～ 10時50
分　▶対象＝25歳以上（先着15人）
③肩こり改善講座
▶時間＝午前11時～11時50分　▶
対象＝65歳以上（先着15人）

【共通事項】▶日にち＝12月と来年
1月の木曜日（12月28日と来年1月4

㈬午後2時～ 4時、中央公民館　▶
対象＝市内在住・在勤でおおむね
50 ～ 70歳代の人（先着各24人）　
▶申込＝電話か下記窓口へ。11月
16日㈭午前11時受付開始
㉄中央公民館
　☎ 951-1278　FAX 955-4774

高齢期を
自分らしく過ごすための講座

▶日時・場所＝①11月30日㈭ ②
12月7日㈭ ③12月14日㈭午後1時
30分～ 3時30分、バンビオ　▶対
象＝市内在住の人（先着30人）　▶
内容＝①相続・成年後見制度につい
て ②高齢期の住まいについて ③終
末期医療・医療同意について　▶申
込＝下記へ
問東地域包括支援センター（バンビオ内）
　☎ 963-5508　FAX 958-6909
　hokatsu@nagaokakyo-shakyo.jp

地域お助けサポーター（介護予防・
日常生活支援サポーター）養成講座
　高齢者のごみ捨てや散歩の付き添
いなど、小さな困りごと解決の手伝
いをする人を養成します。
▶日時＝12月6日㈬午後1時30分～
4時30分と12月15日㈮午後1時～ 5
時　▶場所＝きりしま苑　▶対象＝

講座・講演会
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11月26日㊐開催！


